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論文内容の要旨 

〔目 的(Purpose)〕 

子宮頸がんは女性のがんの中で4番目に多く、95%以上がHPV感染に関連している。HPVワクチンは感染予防に高い効

果があるが、日本のワクチン接種率は先進国で最も低い。日本では2010年から2013年にかけてワクチン接種が推進

され、一時は70-80%の接種割合に達したが、副反応報道を受けて2013年6月から2022年3月まで積極的勧奨が中止さ

れた、その結果、接種割合は一時1%未満に低下した。2022年4月に勧奨が再開され、キャッチアップ接種も導入さ

れたが、接種割合の回復は十分ではない。ワクチンの接種促進のためには、接種割合が低い集団への地域ベースで

の介入が重要であるが、日本において地域ベースでのワクチン接種に関する研究は少なく、公開されているデータ

のみでは、地域格差を評価するには不十分である。本研究の目的は、大阪市のHPVワクチン接種状況に関するデー

タを用いて地域ごとにHPVワクチン累積接種割合を算出し、地域の社会経済指標とアクセシビリティ指標との関連

を明らかにすることである。 

〔方法ならびに成績(Methods/Results)〕 

本研究は、住民ベースの横断研究であり、大阪市から提供された2013年度から2022年度までのHPVワクチン接種に

関する個別データを用いた。HPVワクチン接種対象者は、1997年度から2010年度生まれの女性の総人口とした。分

子を累積接種者数、分母を累積対象者数とし、町丁字単位でHPVワクチン累積接種割合を算出した。また、地域の

社会経済指標としてAreal Deprivation Index [ADI]、アクセシビリティとして各地域の代表点から500m圏内のHPV

ワクチン接種機関数を用いた。修正ポアソン回帰モデルを用いて各地域指標とHPVワクチン接種累積接種割合との

関連を評価した。多変量解析ではADI、アクセシビリティ、出生年度、接種時期を調整した。 

大阪市において、HPVワクチン接種の対象となった女性は185373人で、18688人がHPVワクチン1回目接種を受けてい

た。最も困窮な地域のHPVワクチン累積接種割合（女性28078人中2539人［9.0％］）と比較すると、最も裕福な地

域のHPVワクチン累積接種割合が最も高かった（女性42170人中4889人［11.6％］、Prevalence ratio［PR］、1.25

；95％CI、1.16-1.34）。 また、HPVワクチン累積接種割合は、アクセスが最も悪い地域（女性55055人中5128人

［9.3％］）と比較すると、アクセスが最も良い地域で最も高かった（女性54740人中5862人［10.7％］、PR、1.09

；95％CI、1.03-1.16）。 さらに、HPVワクチン累積接種割合の地域格差は、キャッチアップ接種よりも定期接種

で大きかった。 

〔総 括(Conclusion)〕 

裕福な地域、アクセシビリティが良い地域ほど、高いHPVワクチン累積接種割合を認めた。HPVワクチン接種を促進

し格差を縮小させるために、社会環境面でのアプローチを含むさらなる戦略が必要であることが示唆された。 

 




